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児童生徒の意欲を引き出す教育相談

新年度を迎えた４月は，児童生徒が「さあ，

頑張るぞ！」と，一年で最も意欲に満ちあふ

れている時期である。この時期に教師が，児

童生徒をやる気にさせる働き掛けを行うこと

でさらなる意欲の高まりが期待できる。

そこで本稿では，教師の働き掛けの一つで

ある児童生徒の意欲を引き出す教育相談につ

いて述べる。

１ 教育相談の基本的な姿勢

児童生徒は，自分の悩みや不安を相談す

ることによって楽な気分になり，新たな意

欲がわくようになる。

単に聞いてほしい場合は，話すだけでも

問題が解決されることがある。しかし，深

刻な場合は，解決の見通しが立つまでじっ

くり話さなければならない。このような児

童生徒の思いを理解し，教師は内容に応じ

てきく姿勢に気を配る必要がある。

その際，教師は説得するという姿勢では

なく，児童生徒が話しやすくなるように配

慮し，自分の意思で多くを語ることができ

るように心掛けることが大切である。

２ 意欲を引き出す働き掛け

意欲を引き出すためには，次のように児

童生徒に働き掛けることが大切である。

 将来に向けたよいイメージをもたせる。

「どんなことをやってみたいのか？」，

「どんな自分になりたいのか？」という

ように，将来の夢や理想的な自分の姿を

具体的にもたせることである。「そうし

たい」，「こうなりたい」という児童生

徒の願いに働き掛けることが重要である。

児童生徒自身が，よりよい状態を期待

したり，その実現を願ったりすることは，

前向きな考え方をもつことにつながり，

意欲を高めるきっかけになる。

児童生徒の話をきく教師の姿勢

○ 聞く側も肩の力を抜き，話が深刻になりすぎ

ないように聞く。

○ 話がとりとめもなく，長くなったとしても，

不快感を表に出したり，制止したりせずに聞く。

○ 目の前の児童生徒と場の雰囲気に，自分の

全神経を集中させながら聴く。

○ 自分の中で，児童生徒の話の「思い」まで掘

り下げながら聴く。

○ 児童生徒が今置かれている立場を理解しよう

と努めながら聴く。

○ 児童生徒の本音を引き出すという展開を念頭

に置きながら聴く。

聞く 児童生徒が，単に聞いてほしいと
思って,話しているような場合

聴く
児童生徒が，何か分かってほしく

て，話しているような場合
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 自分でやったことに気付かせる。

「どんなことをしたの？」というよう

に，自分でやったことに気付かせること

である。取組や努力は一人一人様々であ

るが，今自分ができていることを見つめ

させることが重要である。

「～することはできなかったがここま

で取り組んだ」という具体的な取組に気

付かせることで，次に何をなすべきか見

通しを立てることができる。

 自己を振り返らせる。

「どんなことを改めたらいいかな？」

というように，今までの自分を振り返ら

せることである。

自己を振り返らせる留意点として，他

者との比較による評価やうまくできない

行動ばかりを指摘しないことである。意

欲を引き出すための振り返りが，逆に劣

等感を募らせてしまう。したがって，

「できた」，「できなかった」という結

将来にむけたよいイメージをもたせる言葉掛け

前向きなよいイメージをもたせる。

こうなりたいという願いを大切にする。

ポイント

どんな自分になり
たいかな？

今年は，どんなこ
とに取り組んでみ
たいかな？

今年は，一日も
忘れ物をしない自
分になりたい。

今年は，部活動
でレギュラーになり
たい。

自分でやったことに気付かせる言葉掛け

「やろうとした自分」に気付かせる。

次の前向きな行動に結びつける。

ポイント

みんなで集まって同
じ曲目を毎日３０分，
一週間ずっとかかさ
ず練習をしてきました。
だけど，まだ，練習が
足りないかも。

今回のテストでは，

いい結果を出すた
めに漢字を，毎日
２０回書いた。

コンクールのため
に，放課後集まって
たよね。どんなことを
していたの？

今回のテストに
むけて自分でやろ
うとしたことは何か
な？

果ではなく，その結果に至るまでの取り

組や努力した過程に児童生徒の意識を向

けさせることが重要である。

その際，児童生徒に前向きな反省をう

ながすために，ほめて認めることが大切

である。

 具体的な行動目標をもたせる。

「次はどんなことができるかな？」，

「どうなったら成功だと思う？」という

ように達成可能である目標を児童生徒に

自ら設定させることである。

教師は児童生徒のこれまでの取組状況

を十分に把握し，目標を設定させる必要

がある。

その目標が児童生徒に適しているかど

うかを調整しながら働き掛けることが重

要である。

児童生徒は自分自身で掲げた目標を達

成することが自信となり，次の意欲につ

ながる。

自己を振り返らせる言葉掛け

反省は，他者との比較を増長させないように配慮する。

自分自身を見つめさせることに主眼を置く。

ポイント

どこでいきづまっ
たかな。どうしよう
かな？

どんなことを改善
したらいいかな？

部活の練習方
法について友達
と口論になったの
で，今度は冷静
に話をしよう。

みんなと仲良くす
るために，ぼくの気
持ちを相手にしっか
り伝えるようにしよう。

具体的な行動目標をもたせる言葉掛け

本人が達成可能な目標がみえるように，具体化させて

自発的な行動を引き出す。

ポイント

完全に暗記する
ために，テストまで，
教科書を毎日２回
読みたいと思う。

何回，なわとび
ができたら成功だと
思っている？

次のテストでは，
どんなことをしたら
いいと思う？

５０回連続で跳
ぶことができたら
成功だと思う。次
は毎日練習しよう
と思う。
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３ 意欲を引き出す具体的な対応

児童生徒の気持ちを十分に受け止め，意

欲を引き出す働き掛けについて事例とポイ

ントを示す。

 事例１（中学生Ａのケース）

【事例の概要】

Ａは，新年度になって，仲のよい友達と離

れて，新しい友達がつくれるのかどうか，心

配している。

【指導・援助の方針】

○ 共感的に受容すること。

○ 「～しよう。」と目標をもたせること。

【相談例】

教諭：「元気がないけど…，どうしたのかな。」

Ａ ：「仲良しだった友達はみんな他のクラ

スで自分だけがこのクラスになって…。

話をする人がいません…。」

教諭：「そうだったのか，話をする人がいな

いのか…。」

Ａ ：「休み時間も独りぼっちで…。」

教諭：「そうなんだ…。先生に話してくれて

ありがとう。」

Ａ ：「…みんなは楽しそうにしているみた

いで…。」

教諭：「友達がいないような感じがしている

んだね。去年はどうだったの…。」

Ａ ：「…去年のクラスでは，話せる友達は

いました。」

教諭：「そうか。話せる友達がいたんだ。去

年は，どんなふうにして話せる友達が

できたの…。」

Ａ ：「休み時間，何気なく隣の人に話し掛

けたら…，できたかな…。」

教諭：「そうだったの。自分から話し掛けた

んだね。去年はできたんだね。」

Ａ ：「…はい。…多分そうだったと思いま

す。」

教諭：「だったら，去年みたいに隣の人に話

し掛けてみたらどうかな？」

Ａ ：「じゃあ，私から声を掛けてみようか

な。」

視点を変えて振り返らせ，「～しよ
う。」という気持ちを引き出す。

楽しく活動していたときもあった
ことに気付かせ，前向きな考えに結
び付け，意欲を引き出す。

思いを共感的に受容する。
安易に否定したり，児童生徒の思

い込みと決め付けたりせず，児童生
徒の思いを受け止める。

新年度は環境が変わって，不安を抱

えている児童生徒は多い。しかし，児

童生徒から教師に相談をもちかけてく

る事例はまれである。朝の会，授業中，

休み時間，放課後，部活動時などを積

極的に利用してかかわりを深める中で

悩みに気付くことが大切である。

 事例２（高校生Ｂのケース）

学級でほとんど目立たない児童生徒に

は，どのような長所が秘められているの

だろうかなど，児童生徒一人一人に強い

関心をもつことが大切である。

【事例の概要】

Ｂは，日ごろから自分の考えをほとんど話

さない。春休みの作文の宿題に，新年度の目

標として英語の成績を上げたいと書いていた。

【指導・援助の方針】

○ 助言しないでじっと待つこと。

○ 「～しよう。」と目標をもたせること。

【面談例】

教諭：「Ｂさん，作文に今年の目標は英語の

成績を上げたいと書いていたが，具体

的にはどのようにしようと考えている

のかな？」
Ｂ ：「…。」（十分に時間をとる。）

教諭：「何を考えたかな。差し支えなかった

ら，あなたの考えを教えてくれる？」

Ｂ ：「…。」（うなずく。）

教諭：「作文には，暗記することが苦手とあ

ったけど。暗記するのはなかなか難し

いよね。どうしようか…。」

Ｂ ：「う～ん，時間はかけているのに…。

覚えたつもりでも，テストになると結

果が出ません…。」

教諭：「そうか，具体的にどうしたらいいか

先生と一緒に考えてみようか。」

Ｂ ：「はい。」

十分に時間をとり自己を振り返らせる。
沈黙は，自分の考えを整理してい

る。自分を振り返らせる時間を確保
し，達成可能な目標を引き出す。

具体的な行動目標をもたせる。
言葉数の少ない児童生徒には，課

題やテスト，日記などから思いを受
け止め，具体的な目標をもたせる。
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 事例３（小学生Ｃのケース）

児童生徒が自己を振り返り，納得し，新

たな意欲をもって行動できるように働き掛

けることが大切である。

【事例の概要】

Ｃは，去年，忘れ物が多くよく注意を受け

ていた。何度も注意を受けていることから学

校でやる気を無くしている。

【指導・援助の方針】

○ 短所ばかりに集中する意識を取り除くこ

と。

○ やったことをほめること。

【面談例】

Ｃ ：「先生，練習ノートを忘れました。」

教諭：「そうか，どうしたらいい…。」

Ｃ ：「…。う～んと，今日は自由帳を代わ

りに使おうと思います。それでいいで

すか？」

教諭：「はい。それで代わりになるね。では

今日忘れたのはどうしてなのか思い出

してみようか。」

Ｃ ：「う～んと…，朝，持って行く物を確

認しなかったから…。前の日は，そう

思っているのにいつもできない。」

教諭：「そうか…君も自分では忘れないよう

にしようと思っているんだね。その心

掛けは偉いと思うよ。それに，宿題プ

リントは忘れずに提出してたよ。」

Ｃ ：「はい。宿題プリントは，先生に言わ

れたから大事だと思って連絡帳に書い

ていたので忘れませんでした。…それ

じゃ，明日から忘れ物をしないために

全部連絡帳に書こうと思います。」

短所を指摘しない。
忘れ物をすると注意を受けるとい

うマイナスイメージをもたせない働
き掛けを行う。

自分でやったことをほめる。
望む結果ではなくても自分でやろ

うとしたことに気付かせる。その中
に努力や取組がある。

具体的な行動目標をもたせる。
達成できることを目標として，実

行させる。

忘れ物をしたことを振り返らせる。
なぜ，忘れたかという理由を正す

ことも必要であるが，自分の取組や
努力に気付かせることに主眼を置く。

４ 保護者との連携

児童生徒の意欲を引き出すためには，保

護者と連携を図りながら指導を進めていく

ことでより高まりが期待できる。

特に，児童生徒，保護者，教師が一堂に

会する家庭訪問や教育相談，三者面談での

働き掛けは，絶好の機会である。そのとき

教師と保護者が共通した考えに基づいて指

導することが大切である。

そのために教師は，日ごろから児童生徒

の抱えている問題だけではなく，頑張った

ことやよい点・伸張したい長所を保護者に

伝えることが必要である。

また，保護者から，児童生徒の家庭での

様子や生活態度などを聞き，保護者の求め

ていることをしっかり受け止めることであ

る。その上で児童生徒に目標をもたせるよ

うほめることが大切である。

年度当初や入学時は，児童生徒が心機一転，

期待に胸膨らます時期であると同時に，不安

や緊張が高まり，学校不適応が生じやすい時

期でもある。教師は，このような児童生徒の

不安定な状況を十分理解する必要がある。

特にこの時期は，意欲を引き出すために児

童生徒の表情や行動をよく観察し，一人一人

の取組や努力の過程を温かく見守っていくこ

とが大切である。
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